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「令和のバレンタイン事情」
～ 女性たちのホンネを調査 ～

近年 “マイチョコ（自分チョコ）” “感謝チョコ”など、バレンタインデーのチョコレートにおいて、様々な呼び方
を耳にするようになりました。女性にとってのバレンタインが多様化していることを窺わせる状況となっています。
この度そんな令和のバレンタイン事情について、実態を把握する為に幅広い年代の女性900人を対象に調
査を実施しました。

本命チョコは女子高生、気持ちの見返りを期待。
義理チョコの見返りは、２倍以上のお返しを期待
とのシビアな声も。

本調査・リリースに関する問い合わせ先

日本インフォメーション株式会社 担当 : 上原
TEL : 03-6260-6784 E-mail : niitoiawase@n-info.co.jp

会社概要

会社 : 日本インフォメーション株式会社
所在地 : 東京都中央区銀座3丁目15-10 菱進銀座イーストミラービル4F
代表取締役社長 : 斎藤 啓太
資本金 : 5,500万円
設立 : 1969年12月1日
URL : https://www.n-info.co.jp/
事業内容 : マーケティング・リサーチ事業、マーケティングコンサルティング 他

本調査の概要

調査地域 : 日本全国
調査対象 : 15～59才の女性
サンプルサイズ : 900サンプル
調査方法 : インターネット調査
割付 ：平成27年国勢調査での年代構成比に合わせて割付
調査実施時期 : 2020年1月24日 ～ 1月28日

※本レポートの著作権は、日本インフォメーション株式会社が保有します
内容を転載・引用する場合には、「日本インフォメーション(株)調べ」と明記してご利用ください

✔今年の「チョコを渡す予定あり」は52％で昨年（ 53％）と比べほぼ横ばい。
最も予定しているのは女子高生で、実に78%が「渡す予定あり」と回答。

✔女子高生が贈る相手の多くは「友チョコ」（８１%）。女子高生の今年のトレンドは、
「本命チョコ」の増加。※昨年の19％から上昇し38％。

✔ 未婚30代女性は「マイチョコ（自分チョコ）」が多く（40％）目立つ。

本調査から得られた主なファインディングスは下記のとおりです。

✔予算は「本命チョコ」「マイチョコ（自分チョコ）」に多くかける。「義理チョコ」「友チョコ」はコスパ重視。
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✔ 「本命チョコ」のお返しは予算の大小関わらずもらえること自体を期待。反面「義理チョコ」は、
「2倍以上のお返しが欲しい」が各チョコの中で最も高く35％。



日本インフォメーション株式会社
東京都中央区銀座3丁目15-10

https://www.n-info.co.jp/

2 /5

１）今年のバレンタイン準備する？

■今年の「チョコを渡す予定あり」は52％と、昨年（ 53％）と比べほぼ横ばいでした。最も高いのが女子
高生で、実に78%が「渡す予定あり」と回答しました。一方で「渡す予定なし」と、最も多く答えたのは
「40-50代会社員（未婚）」で66％でした。（図表1）

主な調査結果

２）誰にどんな意味で贈るの？
■贈り先を聞くと、女子高生が贈る相手の多くは「友チョコ」（８１%）のようです。女子高生の今年のト
レンドとしては、「本命チョコ」が昨年の19％から上昇し、38％となっている点が注目です。バレンタインを直
近に控え、“本命志向”の高まりを窺わせる結果となっています。また、既婚者では年代を問わず6～7割
強が昨年同様「家族チョコ」を贈ると回答しています。ただ、「本命チョコ」の割合が「夫へ」という意図の回
答なのか20-30代で多く(48.9%）、”まだ夫を恋人としてみているから“という意味なのかは気になるとこ
ろです。尚、「マイチョコ（自分チョコ）」が最も高いのは、「30代会社員（未婚）」（40％）でした。
(図表2）
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３）バレンタインチョコレートの総予算／贈る人数合計は？

■今年のバレンタインデーの予算合計は、平均4,068円。渡す予定の人数・計平均は5.4名で、1月時
点の予定ではそれぞれ昨年より若干低めとなりました。実際には、店頭に出向き商品を見ると想定よりも
費用が上がってしまう、ということもあるのかもしれません（図表3）
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４）贈る相手／目的別の予算と人数は？

■最も予算をかけるつもりなのは、やはり「本命チョコ」です。1個当たりの金額は平均2,208円でした。次
いで「マイチョコ（自分チョコ）」に予算をかけると回答した方が多く（同1,447円）、自分へのご褒美に
は予算をいとわない傾向が見られます。一方で「義理チョコ」「友チョコ」など、渡す予定の人数が多いチョコ
ほど、1個当たりの金額平均は低くコスパ重視の様子が窺え、「友チョコ」は1個当たり639円と「本命チョ
コ」の1/3程度でした。（図表4）



日本インフォメーション株式会社
東京都中央区銀座3丁目15-10

https://www.n-info.co.jp/

その他の調査データは、無料で配布している詳細な調査結果資料に掲載しております。
ご希望の方は記載の連絡先までお問い合わせください。
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５）バレンタインチョコレートを渡す理由は？
■渡す理由として全体的に「日頃の感謝を伝えたい」「相手に喜んでほしいから」が多くから挙げられました。
「本命チョコ」ではやはり「思いを伝えたい」（34％）が相対的に多く挙がりました。「義理チョコ」では、「日
頃の感謝を伝えたい（46％）」に加えて、「人間関係を良くしたい」が2番目に高く（30％）、「相手に
喜んでほしいから」は低めの25％となりました。（図表5）

６）バレンタインチョコレートのお返しは期待する？
■バレンタインチョコレートのお返しが最も期待されていたのは、やはり「本命チョコ」でした（TOP2が
46％）。期待されているお返しの程度は、「なんでもいいからお返しがもらえたら嬉しい」が43％と最も多く、
予算の大小ではなく「自分の気持ちへの見返り」を求めているようです。一方で「義理チョコ」も4割近くがお
返しを期待されている点は同様でしたが、「2倍以上のお返しが欲しい」が各チョコの中で最も高く35％でし
た。世の中の男性にとってはシビアな現実ではないでしょうか。一方で「家族チョコ」「感謝チョコ」は、お返し
の期待度は低く、それぞれ3割未満です。半数前後が、お返しの期待と関係なくチョコを贈っているようです。
（図表6）


